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Basic fibroblast growth factor (bFGF)の中枢神経系を介する胃腸機能調
節作用

奥村利勝、上原 聡、北守 茂、谷口由輝、渡辺泰男、辻
和之、並木正義
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Basicfibroblastgrowthfactor(bFGF)の

中枢神経系を介する胃腸機能調節作用
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汗呼Basicfibroblastgrowthfactor(ｂＦＧＦ）

は，種々の細胞増殖に関与することが知られて

います．最近の研究から，ｂＦＧＦは中枢神経系

にも豊富に存在すること，中枢神経系を介して

摂食行動を抑制することなどが明らかにされ，

その生理機能調節における役割が注目されてい

ます．そこで今回われわれは，ｂＦＧＦが胃腸機

能調節に関するか否かを検討しました．実験に

は,体重約2009のWistar系雄性ラットを用い

ました．

ｂＦＧＦの胃液分泌に及ぼす影響

まず，ｂＦＧＦの胃分泌に及ぼす影響を幽門結

紫法を用いて検討しました.図１（Ａ)は,遺伝子

組み換え型ヒトｂＦＧＦを大槽内投与し，幽門

結紫４時間後の胃酸分泌をみたものです．

bFGFは，用量依存性に胃酸分泌を抑制しまし

た．この抑制効果は，ｂＦＧＦ0.5"ｇの用量から

統計学的に有意でした．一方，同量のｂＦＧＦを

腹腔内に投与しても胃酸分泌に影響を及ぼしま

せんでした．図１（Ｂ)は，ペプシン分泌に及ぼす

影響をみたものです．胃酸分泌と同様，中枢投
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